
も く じ

人
口
減
少
が
進
む
地
方
に
と
っ
て
、
若
い
世
代
と

の
関
係
を
い
か
に
築
い
て
い
く
か
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
を
ߟ
え
る
う
え
で
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
一
方
、
大
都
市
の
大
学
で
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て

も
、
地
方
の
暮
ら
し
や
仕
事
に
深
く
৮
れ
、
地
域
の

人
々
と
継
続
的
な
関
係
を
結
ぶ
機
会
は
決
し
て
多
く

な
い
。
྆
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
と
し
て
、
い
ま
改
め

て
஫
目
し
た
い
の
が
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
1
#
-
（
1
S
P
K
F
D
U

#
B
T
F
E
-
F
B
S
O
J
O
H
）
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
政
策
面
で
も
広
が
っ
て
い
る
。

文
部
Պ
学
ল
は
今
年
度
、「
都
市
と
地
方
の
連
携
を

通
じ
た
国
内
ཹ
学
等
の
促
進
事
業
」
を
開
始
し
、
都

市
部
の
大
学
生
が
地
方
で
学
ぶ
機
会
を
広
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。
総
務
ল
の
「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ

ジ
」
や
観
光
ி
の
「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
、
定
住
だ
け
を
最
終
目
標
と
せ
ず
、

地
域
と
継
続
的
に
関
わ
る
人
々
を
増
や
す
ࢼ
み
と
い

え
る
。

大
学
教
育
で
も
、
地
域
に
一
定
期
間
਎
を
置
き
、

そ
こ
で
働
き
、
暮
ら
し
、
人
と
出
会
う
学
び
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
ࢲ
が
所
属
す
る
ᅳ
ላ
院
大
ላ
観
光
ま

ち
づ
く
り
学
部
で
も
、
学
生
が
２
Ỗ
３
ि
間
地
域
に

଺
在
し
、
自
治
体
や
観
光
協
会
、
企
業
な
ど
の
仕
事

に
携
わ
る「
観
光
ま
ち
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
行
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
୯
な
る
職
業
体
験

に
終
わ
ら
せ
ず
、地
域
の
日
常
に
਎
を
置
く
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
課
題
や
魅
力
を
自
分
自
਎
で
ߟ
え
る
こ

と
に
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
۝
月
か
ら
は
、
ࢲ
の
θ
ミ
で
も
੩
Ԭ

県
Տ
௡
町
を
෣
୆
に
、
観
光
ி
の
「
第
2
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
1
#
-

に
取
り
組
む
。
Տ
௡
町
の
事
業
に
は「
自
ら
つ
く
る
、

わ
た
し
の
ډ
場
所
」
と
い
う
言
༿
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
Տ
௡
が
、
授
業
が
終
わ
っ

た
後
に
も
「
あ
の
人
に
ま
た
会
い
た
い
」「
あ
の
地

域
の
こ
と
が
気
に
な
る
」と
ࢥ
え
る
場
所
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
教
育
の
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
に

と
っ
て
も
新
し
い
財
産
に
な
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
学
生
を
地
域
に
೿
ݣ
す
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
で
関
係
人
口
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
地

域
側
に
も
、
若
者
を
一
時
的
な
࿑
働
力
や
課
題
ղ
決

の
担
い
手
と
し
て
だ
け
ଊ
え
ず
、
と
も
に
地
域
の
時

間
を
過
͝
す
存
在
と
し
て
ܴ
え
る
࢟
勢
が
ٻ
め
ら
れ

る
。
す
ぐ
に
成
果
を
ٻ
め
る
の
で
は
な
く
、
े
年
後

に
も
そ
の
地
域
を
気
に
ֻ
け
て
く
れ
る
人
と
の
ԑ
を

育
て
る
。
そ
う
し
た
長
い
時
間
࣠
こ
そ
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
。

地
方
創
生
の
成
果
を
「
Կ
人
移
住
し
た
か
」
だ
け

で
ଌ
る
時
代
で
は
な
い
。
Կ
人
の
若
者
が
地
域
を
知

り
、
再
び
๚
れ
、
仕
事
や
研
ڀ
、
あ
る
い
は
人
生
の

અ
目
に
そ
の
地
域
を
ࢥ
い
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
学
生
は
地
方
へ
行
き
、
や
が
て
都
市

へ
໭
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
関
係
は
決
し

て
ࣦ
わ
れ
な
い
。

都
市
と
地
方
の
小
さ
な
ԟ
復
を
全
国
に
増
や
し
て

い
く
こ
と
、
そ
の
中
か
ら
新
し
い
ԑ
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
ԑ
を
一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て

育
て
て
い
く
。
そ
の
先
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
と
っ

て
の
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
が
生
ま
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
学
と
地
域
に
は
、
そ
の
き
っ

か
け
を
つ
く
る
役
割
が
あ
る
。

若
者
と
の
縁
が
育
て
る「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長
・
教
授

梅う
め

川か
わ

智と
も

也や
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開花期だけでなく通年型の来訪をめざして（静岡県河
かわ

津
づ

町
ちょう

）〔写真提供：河津町役場〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

河津町を象徴する満開の河津
桜。多くの観光客を惹きつけ
る一方、来訪が開花期に集中
することは町の課題でもある。
いま河津町では、若者が季節
を越えて何度も訪れ、地域と
の関係を育む「第２のふるさ
とづくり」に取り組んでいる。
河津の魅力と課題を象徴する
一枚である。
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過
ૄ
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
取
組
Ỗ
集
落
支
援
員
の
活
用
と
ങ
物
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
Ỗ

　
　
　
　
　
　
　

前

総
務
ল
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
過
ૄ
対
策
室

課
長
補
ࠤ

細
઒
ܟ
ଠ
ộ
ᾈ

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
Ỗ
歴
史
を
๰
͗
、
未
来
を
୓
く
、
町
民
が
夢
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
Ỗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ử
沖
縄
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ộ
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町
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͝
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キ
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ま
ん
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ᾑ

「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
Ỗ
世
ք
農
業
Ҩ
産
認
定
に
あ
た
り

ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ

࡛
玉
県
ࡾ
๕
町
長

ྛ

ҏ
ࠤ
༤
ộ
ᾒ
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１
．
は
じ
め
に

現
行
の
過
ૄ
法
で
あ
る
「
過
ૄ
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
ા
置

法
」
が
令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

て
か
ら
、
約
５
年
が
経
過
し
た
。
今
年
度

は
、後
期
（
令
和
８
年
度
Ỗ
令
和
12
年
度
）

の
過
ૄ
方
਑
・
過
ૄ
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の

年
で
あ
る
が
、
目
Լ
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
過
ૄ
地
域
等
の
集
落
に
お
い

て
、
住
民
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
૬
互
ැ
助
機
能
を
い
か
に
ҡ
持
し
て
い

く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
目
Լ
の
課
題
と
し
て
、

過
ૄ
໰
題
࠙
ஊ
会
౴
ਃ
に
お
い
て
「
集
落

支
援
員
」
と
「
ങ
物
支
援
」
に
つ
い
て
指

ఠ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
౿
ま
え
、
本
ߘ
で

は
、
前
半
で
、
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
、

制
度
の
֓
要
、
集
落
を
め
ぐ
る
現
状
、
令

和
８
年
þ
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
８

年
度
第
１
ճ
過
ૄ
໰
題
࠙
ஊ
会
（
஫
１
）

で
ࣔ
さ
れ
た
実
態
調
ࠪ
の
内
༰
、
今
後
の

制
度
充
実
の
方
向
性
を
঺
介
し
、後
半
で
、

ࡢ
年
度
過
ૄ
対
策
室
で
と
り
ま
と
め
た
ങ

物
支
援
に
係
る
調
ࠪ
報
告
ॻ
の
内
༰
を
঺

介
す
る
。

２
．
集
落
支
援
員
に
つ
い
て

ᾇ
小
規
模
化
・
高
齢
化
す
る
集
落
の
現
状

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
過
ૄ

地
域
等
に
お
け
る
集
落
に
お
い
て
は
、
公

共
交
通
、
通
院
・
通
学
な
ど
の
利
ศ
性
の

௿
Լ
の
み
な
ら
ず
、
૲
מ
り
・
ਗ਼
૟
、
আ

ઇ
、
防
ࡂ
、
農
地
؅
理
、
ௗ
्
ඃ
֐
対
策

な
ど
の
日
常
生
活
の
૬
互
ැ
助
機
能
が
௿

Լ
し
て
い
る
。
総
務
ল
・
国
土
交
通
ল
の

調
ࠪ
（
令
和
ý
年
ٴ
び
令
和
元
年
の
４
月

時
点
の
過
ૄ
地
域
等
の
条
݅
不
利
地
域
に

存
在
す
る
集
落
が
対
象
（
஫
２
））
に
よ

る
と
、
令
和
ý
年
時
点
の
全
þ
５
、
３
２

１
集
落
に
関
し
て
、
65
歳
以
上
の
人
口
割

合
が
50
ˋ
以
上
の
集
落
数
は
３
１
、
５
１

５
集
落
と
な
り
、
令
和
元

年
調
ࠪ
か
ら
Ā
、
０
þ
８

集
落
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
つ
の
集
落
の
平
ۉ

人
口
も
１
Ā
４
・
８
人
か

ら
１
８
０
・
2
人
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
住
民
の
暮

ら
し
に
密
઀
に
関
連
す
る

施
設
や
集
落
機
能
の
減

少
・
௿
Լ
も
進
ん
で
お
り
、

「
集
落
の
੬
ऑ
化
」
と
も

言
え
る
状
況
に
あ
る
。

ᾈ
「
場
づ
く
り
」
の
担
い

手
と
し
て
の
集
落
支
援

員集
落
支
援
員
は
、
地
方

公
共
団
体
の
ҕ
৤
を
受
け

て
、
集
落
点
検
の
実
施
、

集
落
の
あ
り
方
に
関
す
る

住
民
同
࢜
・
住
民
と
地
方

公
共
団
体
の
࿩
し
合
い
な
ど
に
ै
事
す
る

者
で
あ
る
。
人
口
減
少
Լ
で
も
住
民
が
地

域
で
޾
せ
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
集

落
支
援
員
は
、
集
落
の
日
常
生
活
の
૬
互

ැ
助
機
能
を
支
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
も

言
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

令
和
þ
年
度
第
２
ճ
過
ૄ
໰
題
࠙
ஊ
会

で
は
、
集
落
支
援
員
に
ٻ
め
ら
れ
る
あ
り

方
と
し
て
、
集
落
点
検
と
࿩
し
合
い
の
促

進
と
い
う
基
本
的
役
割
を
ҡ
持
し
つ
つ
、

集
落
の
ҡ
持
・
活
性
化
に
向
け
た
「
場
づ

く
り
」
を
担
う
者
と
し
て
、
地
域
づ
く
り

集落支援員のあり方のリ・デザイン

人口減少・高齢化が進み、集落機能が低下し、多様な課題が生じる中で、集落の暮らしを守るため、複数集落又は単位
集落を対象に、継続的な集落点検（目配り）と話し合いを促進し、集落の多様な課題を市町村と共有し、集落の維持・
活性化に向けた「場づくり」を担う者として、地域の状況に応じた地域づくりのプロセス（※）に伴走する者

【集落支援員に求められるあり方】

【集落支援員に期待される主な役割（ミッション）】
・ 集落支援員は、集落点検、住民の話し合いの促進等の活動を通
じて、集落の維持・活性化に向けた「場づくり」を担い、典型的
には次のような役割を果たすことが想定されている。

イ） 見守り・寄り添い

ロ） 機運醸成

ハ） 集落の維持・活性化の取組の伴走

（集落の状況や課題に応じて、活動の中心となる役割は
柔軟に変わっていくことが考えられ、一定のものではない。）

には次のような役割を果たすことが想定されている。

見守り・寄り添い
個別訪問等により、集落の大小
さまざまな問題等を把握し、
問題解決のつなぎ役を担う

機運醸成

集落の維持・活性化の取組の伴走

問題解決のつなぎ役を担う
住民の交流や共同作業を通じ、
集落の問題解決のため小さな試行錯誤を
重ねながら、前向きな思いを掘り起こす

集落の維持・活性化の取組の伴走集落の維持・活性化の取組の伴走
外部人材等とも連携し、具体の事業に伴走 機運醸成見守り・寄り添い

集落の維持・活性集落の維持・活性
化の取組の伴走

集落の維持・活性化に向けた場づくり

場

①現場を定期的に訪れ、集落の状況・課題に目配り（点検・情報収集）し、
集落の話し合いに必要な材料（データ・アンケート等）を用意し、

②行きつ戻りつしながら地域住民と話し合いを積み重ね、ミッションを共有し、（スモールループの連続）
③必要に応じて、中間支援者や地域おこし協力隊・地域活性化起業人などの外部人材（関係人口）とともに、
持続的な集落の維持・活性化のビジョンづくりや具体のアクションへ繋げていく（招き入れ）

①集落点検

②話し合いの促進

③集落維持・活性化

※「地域づくりのプロセス」の一例

▲資料１　集落支援員のあり方のリ・デザイン

過疎地域の暮らしを守る取組
～集落支援員の活用と買物サービスの確保～

前　総務省地域力創造グループ過疎対策室
課長補佐　細川敬太

2026年（令和 8年）10月 5 日　2第3375号
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の
プ
ロ
セ
ス
に
伴
走
す
る
者
で
あ
る
と
ࣔ

さ
れ
た
。
ま
た
、
集
落
支
援
員
に
期
待
さ

れ
る
主
な
役
割
は
、「
見
守
り
・
寄
り
ఴ
い
」

「
機
運
ৢ
成
」「
集
落
の
ҡ
持
・
活
性
化
の

取
組
の
伴
走
」
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
る
こ

と
も
ࣔ
さ
れ
た
（
資
料
１
）。

ᾉ
実
態
調
ࠪ
か
ら
見
え
た
活
動
の
広
が
り

令
和
８
年
度
第
１
ճ
過
ૄ
໰
題
࠙
ஊ
会

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
࠙
ஊ
会
で
の
議
࿦
を

౿
ま
え
て
実
施
さ
れ
た
集
落
支
援
員
の
活

動
実
態
や
市
町
村
に
よ
る
支
援
体
制
等
を

೺
Ѳ
す
る
た
め
の
実
態
調
ࠪ
の
結
果
が
ࣔ

さ
れ
た
。

調
ࠪ
結
果
に
よ
る
と
、
集
落
点
検
は
、

「
集
落
内
の
८
ճ
」、「
ݸ
別
๚
໰
に
よ
る

ώ
ア
リ
ン
グ
」に
よ
る
方
法
の
み
な
ら
ず
、

「
地
域
の
会
合
等
に
お
け
る
情
報
ऩ
集
」、

「
点
検
結
果
の
見
え
る
化
」、「
各
種
統
計

デ
ー
タ
の
活
用
」
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、࿩
し
合
い
の
促
進
に
つ
い
て
も
、

「
行
政
と
の
連
携
（
要
望
と
り
ま
と
め

等
）」、「
会
議
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

企
画
・
運
Ӧ
」、「
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
実
施
支
援
」、「
住
民
間
の
交
流
の
機

会
の
企
画
・
運
Ӧ
」、「
情
報
発
信
」、「
地

域
の
計
画
・
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
࡞
成
支
援
」

な
ど
、多
様
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
集
落
の
ҡ
持
・
活
性
化
対
策

と
し
て
、「
自
治
会
な
ど
地
ԑ
組
৫
の
活

動
支
援
」、「
地
域
運
Ӧ
組
৫
等
の
活
動
支

援
」、「
防
ࡂ
・
減
ࡂ
活
動
」、「
高
齢
者
の

見
守
り
・
生
活
支
援
」、「
生
活
環
境
・
農

地
の
ҡ
持
؅
理
（
૲
מ
り
等
）」、「
地
域

資
源
の
活
用
・
ҡ
持
」
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。

集
落
支
援
員
が
、
住
民
と
行
政
の
「
ڮ

౉
し
役
」
を
務
め
、
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
で
、
市
町
村

等
の
施
策
が
充

実
し
て
い
る
事

例
も
明
ら
か
と

な
っ
た
（
資
料

２
）。ま

た
、
地
域

お
こ
し
協
力
ୂ

と
の
連
携
や
福

祉
・
教
育
分
野

と
の
連
携
が
一

定
ఔ
度
（
30
ˋ

Ỗ
40
ˋ
ఔ
度
）

確
認
さ
れ
、
連

携
の
好
事
例
の

ԣ
展
開
に
よ
る

さ
ら
な
る
促
進

が
期
待
さ
れ
る

一
方
、
Ｄ
Ｘ
活

用
の
取
組
事
例
は
８
ˋ
に
と
ど
ま
り
、
人

手
不
足
の
ղ
決
策
の
一
つ
で
あ
る
集
落
の

Ｄ
Ｘ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
た
（
資
料
３
）。

ᾊ
集
落
支
援
員
の
課
題
や
市
町
村
の
サ

ポ
ー
ト
体
制

集
落
支
援
員
の
ࠔ
り
͝
と
と
し
て
は
、

「
役
割
・
目
標
が
不
明
確
」「
ス
キ
ル
不
足
」

「
住
民
・
自
治
会
と
の
関
係
づ
く
り
が
難

し
い
」
な
ど
が
ڍ
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
町

村
と
し
て
集
落
支
援
員
へ
の
支
援
が
「
े

分
に
で
き
て
い
る
」
の
は
30
ˋ
で
あ
り
、

支
援
に
課
題
が
あ
る
理
由
と
し
て
は
、「
職

員
に
༨
力
が
な
い
」「
ϊ
ウ
ハ
ウ
不
足
」

が
特
に
高
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た

（
資
料
４
）。

ᾋ
今
後
の
制
度
充
実
に
向
け
て

今
ճ
の
調
ࠪ
結
果
を
౿
ま
え
、
総
務
ল

で
は
、
全
国
各
地
の
集
落
支
援
員
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
一
૚
効
果
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
、
制
度
運
用
と
現
場
支
援
の
྆

面
か
ら
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

۩
体
的
に
は
、「
過
ૄ
地
域
等
に
お
け
る

集
落
対
策
の
推
進
要
綱
」
等
の
改
ਖ਼
に
よ

り
、
集
落
支
援
員
の
あ
り
方
や
市
町
村
、

都
道
府
県
、
総
務
ল
の
役
割
の
リ
・
デ
ザ

イ
ン
、
中
間
支
援
者
や
地
域
お
こ
し
協
力

ୂ
等
と
の
連
携
、
業
務
の
ҕ
৤
・
ཤ
行
確

認
に
関
す
る
改
善
等
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
、「
集
落
支
援
員
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
（
Ծ
শ
）」
を
策
定
し
、
制
度

झ
ࢫ
、
活
動
指
਑
、
ϊ
ウ
ハ
ウ
、
ҕ
৤
状
・

▲資料２　集落支援員からの報告内容の施策への反映

▲資料３　地域おこし協力隊や他の分野における取組との連携

集落支援員からの報告内容の施策への反映

➢ 集落支援員からの報告内容は、市町村等において、空き家・交通・子育て・福祉など多岐にわたる分野の施策に住
民の声や地域の実態を踏まえた形で反映されている

Q1-4 集落支援員からの報告内容の施策への反映の例

■ 具体例

• 集落支援員が地域を巡回・訪問する中で把握した空き家の実態や所有者の意向を行政に報告し、空き家バンク
への登録促進や相談窓口の充実、補助制度の改善といった空き家対策施策の強化につながった事例

• 集落支援員が住民との対話や集落点検を通じて地域の移動・交通に関するニーズを把握・報告し、乗合タクシー
の運行開始やバス停の新設など、交通弱者対策の具体的な施策立案・実施に結びついた事例

• 集落支援員が地域の子育て世代へのアンケートや聞き取りを実施し、子どもの居場所づくりや親子支援事業の立
ち上げなど、子育て支援施策の新設・拡充に反映された事例

• 集落支援員が集落点検や住民からの要望を取りまとめて行政に報告し、道路補修・防犯灯設置・不法投棄対応
など、生活環境整備に関する具体的な対応・事業化につながった事例

• 集落支援員が地域の高齢者の生活課題や困りごとを継続的に把握・報告することで、買い物支援・移動支援・見
守り体制の構築など、福祉・生活支援分野の施策や補助制度の新設・見直しに反映された事例

36%

40%

31%

8%

64%

60%

69%

92%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

協力隊連携

福祉連携

教育連携

DX活用

Q4 連携・活用の有無

a. 事例あり b. 事例なし

地域おこし協力隊や他の分野における取組との連携

➢ 地域おこし協力隊との連携事例は36%と、教育・福祉分野との連携と同程度の水準であり、連携の好事例の横展
開による更なる促進が期待される

➢ 福祉分野との連携事例は40%、教育分野との連携は31%と、いずれも一定程度の連携が確認された
➢ DX活用の取組事例は8%にとどまり、人手不足の解決策の一つである集落のDXが今後の課題

［Ｎ＝517］
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業
務
報
告
ॻ
等
の
参
ߟ
様
式
、
参
ߟ
事
例

を
ࣔ
す
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
よ
り
よ
い
運
用
を
後
ԡ
し
し
て
ま

い
り
た
い
（
資
料
５
）。

３
．
買
物
支
援
に
つ
い
て

ᾇ
調
ࠪ
報
告
ॻ
の
झ
ࢫ
と
֓
要

総
務
ল
過
ૄ
対
策
室
で
は
、
令
和
８
年

３
月
に
「
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
ങ
物

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
の
た
め
の
地
域
と
民
間

事
業
者
の
連
携
に
関
す
る
調
ࠪ
研
ڀ
事

業
」
報
告
ॻ
を
と
り
ま
と
め
た
（
஫
３
）。

本
報
告
ॻ
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
独
立

࠾
ࢉ
で
は
経
Ӧ
が
成
り
立
ち
に
く
い
地
域

に
お
い
て
、
公
設
民
Ӧ
型
店
舗
、
移
動
ൢ

ച
、
ط
存
物
流
の
活
用
等
に
よ
り
ങ
物
環

境
を
ҡ
持
し
て
い
る
先
行
事
例
の
ϊ
ウ
ハ

ウ
を
整
理
し
、
市
町
村
や
地
域
運
Ӧ
組
৫

等
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

ᾈ
取
組
の
フ
ロ
ー
と
事
業
検
討
時
の
ཹ
意

ポ
イ
ン
ト

ങ
物
支
援
事
業
の
実
現
に
向
け
て
は
、

地
域
住
民
や
民
間
事
業
者
、
行
政
主
体
と

の
ஸ
ೡ
な
対

࿩
を
通
じ

て
、
各
ஈ
֊

で
合
意
形
成

を
図
り
な
が

ら
事
業
を
進

め
る
必
要
が

あ
る
。
本
報

告
ॻ
で
は
、

ങ
物
支
援
事

業
の
実
現
に

向
け
た
検
討

フ
ロ
ー
と
し

て
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
೺
Ѳ
、

関
係
者
と
の

合
意
形
成
、

事
業
の
۩
体

的
な
検
討
、

事
業
の
展
開

と
い
う
流
れ
を
整
理
し
て
い
る
（
資
料

ý
）。ま

ず
、
事
業
構
想
の
ஈ
֊
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
೺
Ѳ
す
る
こ
と
、
最
寄

り
店
舗
へ
の
ڑ
཭
・
交
通
ア
ク
セ
ス
、
不

足
し
て
い
る
商
品
な
ど
を
౿
ま
え
て
「
代

え
の
利
か
な
い
」
取
組
と
な
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
、
ط
存
施
設
、
物
流
ル
ー
ト
、

地
域
運
Ӧ
組
৫
、
集
落
支
援
員
、
地
域
お

こ
し
協
力
ୂ
等
の
地
域
資
源
を
೺
Ѳ
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。事
業
化
ஈ
֊
で
は
、

住
民
と
の
ஸ
ೡ
な
対
࿩
に
よ
り
「
ങ
い
支

え
」
の
協
力
を
ಘ
る
と
と
も
に
、
民
間
事

業
者
と
の
役
割
分
担
、
人
員
体
制
、
財
源
、

ଛ
ӹ
分
ذ
点
を
Լ
げ
る
工
෉
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

人
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
運
Ӧ
組

৫
や
集
落
支
援
員
の
参
画
を
ٻ
め
る
な

ど
、
地
域
人
材
の
活
用
・
育
成
を
図
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ଞ
方
で
、
商
品
ൢ
ച
や

店
舗
経
Ӧ
に
関
す
る
専
門
的
な
ϊ
ウ
ハ
ウ

も
欠
か
せ
な
い
た
め
、
中
小
企
業
診
அ
࢜

の
活
用
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
、
地
域

活
性
化
起
業
人
と
い
っ
た
外
部
人
材
の
導

入
も
ߟ
え
ら
れ
る
。

ᾉ
׭
民
連
携
の
あ
り
方

׭
民
連
携
の
先
行
事
例
で
は
、
民
間
事

業
者
は
運
Ӧ
上
の
工
෉
を
行
い
、
行
政
側

は
ϊ
ウ
ハ
ウ
提
供
や
財
政
支
援
、
प
知
・

広
報
、
ൢ
促
活
動
、
施
設
改
修
費
負
担
、

公
共
施
設
の
無
償
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
課
題
と
工
෉
例
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
þ
）。

主
な
事
業
手
法
と
し
て
は
、指
定
؅
理
、

使
用
ڐ
可
、
ି
付
、
業
務
ҕ
ୗ
、
民
間
事

業
が
あ
り
、
地
域
の
実
情
、
公
ӹ
性
と
ऩ

ӹ
性
の
バ
ラ
ン
ス
、
施
設
の
状
況
、
民
間

事
業
者
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
צ
案
し

て
બ
୒
す
る
こ
と
と
な
る
。

「
店
を
つ
く
る
」
事
例
と
し
て
、
長
野

県
ఱ
ཾ
村
で
は
、
村
内
の
生
鮮
食
品
を
ѻ

う
商
店
の
ด
業
が
進
む
一
方
、
自
動
ं
の

運
転
を
߇
え
る
高
齢
住
民
が
多
い
状
況
を

集落支援員の課題や市町村のサポート体制

➢ 集落支援員の困りごとの内容として「役割・目標が不明確」（46%）、「スキル不足」（44%） 、「住民・自治会と
の関係づくりが難しい」（40%）など複数に分散しており、色々な悩みがある状態（Q2-1）

➢ 市町村として支援が「十分にできている」のは30%であり、70%の市町村で何らかの課題がある（Q2-2）
➢ 支援に課題がある主な理由として「職員に余力がない」（67%）、「ノウハウ不足」（60%）が特に高い（Q2-3）

46%

44%

40%

27%

17%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

役割・目標不明確

スキル不足

住民・自治会との関係づくり難

相談相手がいない・わからない

心身の負担・ストレス

Q2-1 主な困りごと【複数選択可】

67%

60%

21%

19%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

職員に余力なし

ノウハウ不足

財政余裕なし

中間支援者・相談先なし

兼任・委託で把握難

Q2-3 支援に課題がある理由【複数選択可】

中間支援者・相談先なし

兼任・委託で把握難

30%

63%

6%

1%

Q2-2 市町村の支援状況

十分できている

一定できているが課題あり

あまりできず

ほとんどできず

［Ｎ＝63］

［Ｎ＝362］［Ｎ＝517］

今後の対応等（具体的な取組）

■ 「過疎地域等における集落対策の推進要綱」等の改正
✓集落支援員のあり方のリ・デザイン
・制度趣旨・活動指針・ノウハウの体系的整理
・具体的な業務の明示

✓市町村、都道府県、総務省の役割のリ・デザイン
✓中間支援者、地域おこし協力隊等との連携
✓業務の委嘱、履行確認に関する改善
✓集落点検チェックシートの改善

■ 『集落支援員ハンドブック（仮称）』の策定
✓制度趣旨・活動指針・ノウハウの体系的整理について要綱を補完
✓よりよい運用のための参考様式の提示
・集落支援員に関する委嘱状、役割の指示、業務報告書

✓優良事例集の掲載
・集落支援員の３つの役割（見守り・寄り添い／機運醸成／集落の維持・活性化の取組への伴走）に沿った例
・集落点検の成果が施策に反映された例
・都道府県・市町村向けのサポート体制、中間支援者の取組に係る例
・地域おこし協力隊、福祉・教育分野、DX活用等との連携の例
・業務の委嘱、履行確認の例

■ 研修や交流の充実
✓地域ごとの集落支援員と地域おこし協力隊の合同研修会・交流会の開催促進（都道府県単位での実施を想定）

➢ 全国各地において、日常生活の相互扶助機能を支えるインフラと言える存在になっている集落支援員が、持続可能
なものとなるよう、制度の充実に取り組む必要がある。

➢ 今回の調査結果で明らかになった課題やニーズに対応するため、具体的に次の取組を進めてはどうか。

▲資料４　集落支援員の課題や市町村のサポート体制

▲資料５　今後の対応等（具体的な取組）
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౿
ま
え
、
村
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

交
換
会
を
重
Ͷ
、
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
、
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
交
流
ス
ϖ
ー
ス
、
多
機

能
ト
イ
レ
を
ซ
設
す
る
ෳ
合
施
設
「
ຬ
島

屋
」
を
整
備
し
た
。
村
主
導
の
取
組
で
あ

る
と
同
時
に
、
計
画
ஈ
֊
か
ら
村
民
の
参

画
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
に

਌
し
ま
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
一
例
で

あ
る
。

一
方
、「
店
ʗ
商
品
を
届
け
る
」
事
例

と
し
て
、
ಸ
ྑ
県
઒
上
村
で
は
、
村
、
商

工
会
、
地
域
の
事
業
者
で
設
立
し
た
一
ൠ

社
団
法
人
か
わ
か
み
ら
い
ふ
が
、
移
動
ൢ

ച
や
生
協
商
品
の
配
ୡ
代
行
を
実
施
し
て

い
る
。
配
ૹ
時
に
؃
護
ࢣ
や
ࣃ
Պ
Ӵ
生
࢜

を
同
行
さ
せ
、
住
民
の
見
守
り
を
行
っ
て

い
る
点
が
特
௃
的
で
あ
り
、「
ങ
物
」
を

通
じ
て
住
民
の
福
祉
の
実
現
が
め
ざ
さ
れ

て
い
る
好
例
で
あ
る
。

ま
た
、
ௗ
取
県
ീ
頭
町
で
は
、
県
内
企

業
が
運
Ӧ
す
る
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
ങ
物
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
町
で
は
、
஫
文
と
配
ୡ
の
拠
点
を

地
域
に
開
設
す
る
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
機
器
な
ど
の
ૢ

࡞
に
不
慣
れ
な
住

民
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
、
拠
点
で
開
催
さ
れ
る
健
康
体
ૢ
な

ど
高
齢
住
民
を
対
象
と
し
た
福
祉
イ
ベ
ン

ト
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
高
い
利
用

཰
を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
町
村
等
に
お
い
て
は
、
民
間

事
業
者
側
の
視
点
を
理
ղ
し
て
、
協
力
関

係
を
築
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
民
間
事

業
者
に
と
っ
て
、
過
ૄ
地
域
等
で
の
ങ
物

支
援
は
࠾
ࢉ
性
の
観
点
で
は
チ
Ỿ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
環
境
で
あ
る
が
、
企
業
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
、
地
域
ߩ
ݙ
、
新
た
な
市
場
開
୓
、

ൢ
ച
手
法
の
実
ূ
、
人
材
育
成
、
ϊ
ウ
ハ

ウ
֫
ಘ
な
ど
、
ച
上
利
ӹ
で
は
ଌ
れ
な
い

効
果
も
指
ఠ
さ
れ
て
い
る
。
ଞ
方
で
、
出

店
൑
அ
に
当
た
っ
て
は
、
初
期
費
用
の
ճ

ऩ
可
能
性
、
ط
存
物
流
ル
ー
ト
と
の
઀
続

性
、
प
ล
の
公
共
施
設
・
集
客
施
設
、
店

舗
と
し
て
活
用
可
能
な
ط
存
ݐ
物
、
駐
ं

場
、
イ
ン
フ
ラ
、
店
舗
オ
ー
ナ
ー
の
೤
意
、

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
議
会
の
合
意

な
ど
が
ߟ
ྀ
さ
れ
る
。

４
．
お
わ
り
に

総
務
ল
と
し
て
は
、
全
国
各
地
に
お
い

て
、
日
常
生
活
の
૬
互
ැ
助
機
能
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
と
言
え
る
存
在
に
な
っ
て
い

る
集
落
支
援
員
が
、
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
制
度
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
各
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
集
落
支

援
員
に
つ
い
て
、
見
守
り
や
集
落
点
検
を

通
じ
て
地
域
の
状
況
・
課
題
に
目
配
り
し
、

住
民
同
࢜
の
࿩
し
合
い
を
促
進
し
、
そ
の

内
༰
を
市
町
村
の
施
策
の
充
実
に
も
つ
な

げ
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
集
落

の
ҡ
持
・
活
性
化
に
向
け
て
、
積
極
的
に

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
ങ
物
支
援
に
つ
い
て
、
本
報
告

ॻ
は
必
ず
し
も
ങ
物
支
援
事
業
の
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
検
討
の
た
め
の
ώ
ン

ト
を
ࣔ
す
も
の
で
あ
る
。
各
町
村
に
お
か

課題 課題に対応するための工夫〈事例〉

仕入れ 小ロット発注による
仕入れ単価の上昇

・ボランタリーチェーンによる仕入れの効率化〈事例多数〉
・商品に応じて地元卸や地元農家からの委託販売を活用〈とごうちストア〉
・商品数の絞り込みによる、販売ロスの低減〈関金ストア、エスマートわかさ店、おまかせくん〉

物流 既存物流網から外れる
地域での輸送コスト

・共同配送、混載によるコスト低廉化〈とよおかマルシェ、おたがいマーケット〉
・既存店舗への物流網の活用〈隼Lab.、関金ストア等〉
・職員の通勤と組み合わせた既存物流拠点から店舗までのラストマイル輸送〈満島屋〉

販売

集客の困難さ
・移動販売の併用等、多様な販売形態の検討〈エスマートわかさ店、ゆるりん館〉
・行政による周知、広報活動〈おたがいマーケット〉
・地域と連携した販促活動（商品券等の配布など）〈関金ストア〉
・取組への住民の支持による買い支え〈かわかみらいふ、満島屋〉

利用客の居住地の
分散（低密な集落）

・地域団体によるきめ細かなサービスの実施〈かわかみらいふ〉
・デマンド交通との連携〈満島屋、とよおかマルシェ等〉
・自宅から拠点まで「取りに来る」販売形態〈おたがいマーケット、隼Lab.〉

人材 人材確保の困難さ
・地域運営組織、集落支援員、地域おこし協力隊など、地域づくり人材の活用〈事例多数〉
・決済システムの効率化（無人レジ等）〈おたがいマーケット、おまかせくん〉
・営業日の限定、営業時間の短縮〈なんぐうマート、関金ストア等〉

各種
経費

設備投資費用の負担 ・【行政】イニシャルコストの行政負担（施設改修費等）〈事例多数〉
・従前の施設の設備等の活用〈事例多数〉

水光熱費等の負担 ・売場面積の適正化〈なんぐうマート、とよおかマルシェ、セブンイレブン八女星野村店〉
・省エネ機器の導入〈なんぐうマート、とよおかマルシェ〉

賃料の負担 ・【行政】地域団体による公益的な事業として、公共施設の空きスペースを無償で提供〈関金ストア〉
・【行政】指定管理者（地域運営組織）と民間事業者の共同事業について、賃料を無償化〈おまかせくん〉

買物支援に取り組む課題と工夫例

➢ 本調査の事例では、過疎地域等における買物環境の課題に対応するため、官民連携によって下記の工夫を実践して、
買い物サービスの持続性を確保。
・民間側は運営上の工夫を実施 ・行政側はノウハウの提供や財政支援などを実施（【行政】と記載）

更に、買物支援事業においては、事業主体となる市町村にとって様々な制約がある中、生活必需品の小売等、住民
生活に不可欠なサービス供給の持続性の確保は、政府の重要課題と位置付けられていることも踏まえ、国や都道府
県は、過疎地域等に対してノウハウ面や財政面の支援を強化することが期待されている。

▲資料７　買物支援に取り組む課題と工夫例

▲資料６　買物支援事業の実現に向けた検討フロー

1

１．事業構想の整理

• 机上調査、アンケート・ヒアリ
ング調査を通じた現状整理

■マーケティング・リサーチ

■事業の全体像の整理

• 事業の形態、行政の関わり方（事業方式）等

• 持続可能性の向上に向けた工夫や連携

構想

段階

事業化

段階

立上げ、

継続・発展

対話の実施 • サービス内容、取扱商品

• 販売先、仕入先、外注先

• 人員体制（従業員）

• 資金計画

• 事業収支 等

３．事業計画の作成２．合意形成

４．事業の開始、継続、発展

■実施体制の構築

• 事業者の選定、契約・協定など

顧客

競合

地域

• 市場環境を分析し、
戦略や計画を検討

• 概算の収益性を整理

■地域住民等との合意

■民間事業者との合意

■庁内での合意

■地域の現状把握

• 事業で解決を目指す課題の整理

主に行政が取り組む事項

民間事業者等に行政が協力する事項

【市町村等】【地域住民】

• 調査への協力、要望

• 事業提案等

構想段階から、住民と
市町村等との間で、適時

コミュニケーションが図ら
れていることが望ましい。

• サービスのあり方

• 実施体制への関わり方

【民間事業者】
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れ
て
は
、
自
ら
の
地
域
が
置
か
れ
て
い
る

条
݅
に
近
い
事
例
や
手
法
を
参
ߟ
に
、
地

域
住
民
、
地
域
運
Ӧ
組
৫
、
民
間
事
業
者

等
と
の
ஸ
ೡ
な
対
࿩
を
通
じ
て
、
持
続
可

能
な
ങ
物
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
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お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、

0120-7-7- 3TEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
͜ͷं྆ࡁڞʢอݥʣ͸ɺ町ଜੜڠͷࣗಈंࡁڞͰิঈ͢Δରਓഛঈɺର෺ഛঈɺݶఆ
౥৐ऀই֐౳ʹՃ 「͑ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度Ͱ͢ɻ
͓ं͕িಥͨ͠৔߹΍୆෩�ɾ�͍ͨͣΒ�ɾ�౪೉ͳͲۮવͳނࣄͰଛ֐Λඃͬͨͱ͖ʹɺ
ʣۚݥʢอࡁڞ Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

SJ23-05507（2023.8.1作成）

　「町村 .com」は、町村関
係者の方だけがご利用いた
だける専用Webサイトです。
　ログイン時のユーザー名
とパスワードは、各町村に
お知らせ（平成18年9月27
日付）しております。 お問
い合わせは、全国町村会広
報部（kouhou@zck.or.jp）ま
でお願いいたします。

ɹશࠃொଜձͰ͸ɺશࠃͷொଜͱͷ࿈ܞΛີʹ͠ɺொଜ௕ͱொଜ৬һͷօ͞·ͷ৘ใऩूͷརศੑ

Λ্ͤ͞޲ΔͨΊɺொଜઐ༻8FCαΠτʮொଜ�DPNʯΛ։ઃ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹʮொଜ �DPNʯͰ͸ɺશࠃொଜձͷ׆ಈঢ়گ΍தԝলி౳ͷ੓ࡦ৘ใΛਵ࣌͝ఏ͠ڙɺொଜؔऀ܎

ʹͱͬͯ໾ཱͭ 8FCαΠτͱͳΔ͜ͱΛΊ͟͠ɺ͜Ε͔Β΋ॆ࣮Λਤͬͯ·͍Γ·͢ɻ͝ײ૝ɾ

͝ҙݟ͸ɺԼهͷϝʔϧΞυϨεʹ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

ʂொଜઐ༻8FCαΠτʮொଜ͍ͩ͘͞༺׆͝ �DPNʯ

 https://www.zck.or.jp/choson/ https://www.zck.or.jp/choson/

お問い合わせは
こちら

詳しくはWebへ
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西
原
町
の
概
要
と
ま
ち
の
歩
み

西
原
町
は
、
県
都
・
那
覇
市
の
北
東
約
10

㎞
、
沖
縄
本
島
中
部
の
東
海
岸
に
位
置
す
る

面
積
約
16
㎢
の
ま
ち
で
す
。
南
側
に
は
標
高

１
５
８
ｍ
の
運
玉
森
（
う
ん
た
ま
む
い
）
が

美
し
い
稜
線
を
描
き
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史

が
調
和
し
て
い
ま
す
。
町
名
は
、
琉
球
王
国

時
代
に
首
里
城
の
北
方
（
方
言
で
北
を
「
ニ

シ
」
と
呼
ぶ
）
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
し
、
古
く
か
ら
王
府
の
直
轄
領
と
し
て
穀

倉
地
帯
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

明
治
41
年
に
県
内
初
の
近
代
的
な
機
械
を

備
え
た
分
蜜
糖
工
場
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

近
代
に
か
け
て
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
中
心
と
し

た
糖
業
で
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
昭
和
54
年

の
町
制
施
行
以
降
は
、
道
路
網
の
整
備
が
進

み
、
臨
海
部
へ
の
製
造
業
の
工
場
集
積
や
大

型
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
に
よ
り
都
市

化
が
急
速
に
進
展
し
ま
し
た
。
人
口
は
令
和

8
年
4
月
末
時
点
で
３
５
、
４
５
２
人
を
擁

し
、
県
内
で
も
活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
町
民
、
議
会
、
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
互
い
に
協

力
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
最
高
規
範
と
し
て
「
西
原
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

条
例
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
と
し

て
「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」「
豊
か
で
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
４
つ
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
町
長
自
ら
が
先
頭
に
立
つ

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
も
と
、
町
民
参
画
に
よ

る
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
さ
ら
な
る
深
化

と
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

▲中城湾上空から望む西原町

沖縄県

西原町

沖
縄
県

西に
し

原は
ら

町ち
ょ
う

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」

～
歴
史
を
紡
ぎ
、
未
来
を
拓
く
、

　
　
　
　
　
町
民
が
夢
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
～
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１
．
歴
史
・
文
化
と
平
和
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り

本
町
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏
王
統
の
始

祖
・
金
丸
（
の
ち
の
尚
円
王
）
ゆ
か
り
の
地

で
す
。
国
指
定
史
跡
で
あ
る「
内
間
御
殿（
う

ち
ま
う
ど
ぅ
ん
）」
は
、
地
域
の
信
仰
と
生

活
を
支
え
る
聖
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
資
産
を
将

来
へ
継
承
す
る
た
め
、
現
在
、
整
備
基
本
計

画
に
基
づ
き「
東
江
御
殿（
あ
が
り
ー
う
ど
ぅ

ん
）」
の
石
牆
（
せ
き
し
ょ
う
）
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
文
化
財
を
案

内
で
き
る
歴
史
ガ
イ
ド
の
育
成
に
取
り
組

み
、
ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
地
域
散
策
事
業

「
邑
廻
（
む
ら
み
ぐ
）
い
」
や
「
歴
史
の
道

を
歩
く
」
事
業
な
ど
を
展
開
し
、
地
域
資
源

の
再
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
戦
後
復
興
の
心
の
支
え
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
「
綱
ひ
き
」
や
「
む
ら

あ
し
び
（
村
遊
び
）」
と
い
っ
た
伝
統
行
事

が
町
内
各
地
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
保
存
・
継
承
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

南
米
や
ハ
ワ
イ
な
ど
か
ら
海
外
移
住
者
子
弟

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
国
際
交
流

の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
本
町
は
沖
縄
戦
の
激
戦
地
と
し

て
、
当
時
の
住
民
の
約
半
数
が
命
を
落
と
し

た
悲
惨
な
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
慰
霊
碑
「
西

原
の
塔
」
や
町
指
定
史
跡
「
旧
西
原
村
役
場

壕
」
は
、
先
人
た
ち
の
過
酷
な
体
験
と
平
和

の
尊
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史

的
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
6
月
の
平

和
月
間
に
お
け
る
西
原
町
戦
没
者
追
悼
式
や

平
和
資
料
展
の
開
催
を
は
じ
め
、
関
係
団
体

と
連
携
し
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト「
平
和
の
約
束
」

の
開
催
、
平
和
の
語
り
部
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像

の
保
存
・
活
用
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
戦
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
を
追

悼
し
、
平
和
を
願
う
歌
「
月
桃
」
の
歌
詞
が

刻
ま
れ
た
「
月
桃
の
歌
碑
」
な
ど
多
様
な
資

源
を
活
用
し
、「
西
原
町
非
核
反
戦
平
和
都

市
宣
言
」
の
も
と
、
町
民
の
平
和
意
識
の
高

揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
．「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
を
支
え

る
教
育
環
境
と
人
づ
く
り

昭
和
52
年
か
ら
昭
和
59
年
に
か
け
て
、
那

覇
市
の
首
里
城
跡
地
に
あ
っ
た
琉
球
大
学
が

本
町
へ
移
転
し
て
き
た
こ
と
は
、
西
原
町
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
57
年
に
は
、
町
は
こ
の
一
大
事
業
を
契
機

に
、「
文
教
の
ま
ち
西
原
」を
将
来
像
と
定
め
、

以
来
、
県
内
有
数
の
教
育
拠
点
と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
に
は
琉

球
大
学
を
は
じ
め
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院

大
学
な
ど
が
立
地
し
、
幼
児
教
育
か
ら
大
学

ま
で
恵
ま
れ
た
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
確

か
な
学
力
向
上
の
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
さ
ら
に
推
進
し
、
電
子
黒
板
の
年

次
的
な
更
新
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
充
実
と
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
授
業
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教

育
を
担
う
教
職
員
に
対
し
て
専
門
的
な
指

導
・
助
言
を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
の
各
学
校
へ
の
配
置
や
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
た
め
の
「
校
外
自
立
支
援
室
」

新
規
設
置
な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

多
様
な
学
び
の
場
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

学
校
部
活
動
に
お
い
て
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
伝
統
的
に
盛
ん

で
、
全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍
は
町
民
に
大
き
な

勇
気
と
感
動
を
届
け
て
い
ま
す
。

▲運玉森の美しい稜線を望む

▲国指定史跡「内間御殿」

▲我謝大綱ひき

▲

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ま
ち
西
原
宣
言
碑
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３
．
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
財
政
健

全
化
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営

「
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
基

づ
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め

に
は
、
町
民
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
共
有

と
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
が
不

可
欠
で
す
。

本
町
で
は
、
町
長
自
ら
が
国
や
県
、
民
間

企
業
へ
積
極
的
に
足
を
運
ぶ
「
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
や
基
幹
道

路
網
の
早
期
完
了
に
向
け
た
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
企
業
立
地
環
境
の
整
備
に
よ

る
企
業
誘
致
の
促
進
、
町
内
雇
用
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
を
強
化
し
、
返
礼
品
の

拡
充
を
図
っ
た
結
果
、
前
年
度
実
績
の

倍
以
上
の
寄
付
額
を
集
め
る
な
ど
、
自

主
財
源
の
確
保
に
確
か
な
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
加
え
て
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

同
時
に
、
長
引
く
物
価
高
騰
へ
の
対

応
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
等
を
活
用
し
、「
地
域
消
費
喚
起
型

商
品
券
」
を
発
行
し
、
町
民
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
町
内
事

業
所
で
の
消
費
を
促
し
、
地
域
経
済
の

好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
拡
大
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン

口
座
振
替
手
続
き
の
導
入
な
ど
自
治
体

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
を
持
ち
、
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
窓
口
業
務
の
改
善
を

図
り
、
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

４
．
ま
ち
の
未
来
を
拓
く
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
都
市
基
盤
整
備

沖
縄
県
の
観
光
産
業
に
お
い
て
、
西
海
岸

に
並
ぶ
新
た
な
柱
と
し
て
東
海
岸
地
域
の
活

性
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
起
爆

剤
と
し
て
、
西
原
町
と
与
那
原
町
に
跨
る
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
「
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
」の
整
備
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
活
用
）
方
式
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
の
も
と
、
早
期
の
再
入
札
公
告
と

事
業
着
手
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
供
用
開
始

を
見
据
え
、
後
背
地
に
あ
た
る
小
那
覇
地
区

の
観
光
商
業
地
域
と
し
て
の
都
市
基
盤
整
備

を
検
討
す
る
な
ど
、「
ア
フ
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

事
業
」
の
展
開
に
向
け
た
受
け
入
れ
態
勢
の

強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
未
来
を
描
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
も
う
１
つ
の
重
要
施
策
が
、
琉
球
大

学
医
学
部
お
よ
び
同
附
属
病
院
の
移
転
に
伴

う
跡
地
利
用
で
す
。
広
大
な
跡
地
の
有
効
活

用
は
、
次
世
代
の
西
原
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

大
き
く
左
右
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
新
た
な
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
、
国
や
県
、
大
学
な
ど
関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
未
来
を
見
据

え
た
跡
地
利
用
の
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

５
．
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
た
地
域

産
業
と
観
光
の
振
興

本
町
の
観
光
分
野
で
は
、
約
５
５
０
ｍ
の

美
し
い
白
砂
が
広
が
る
「
西
原
き
ら
き
ら

ビ
ー
チ
」
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
海
水

浴
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
ほ
か
、
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
や
水
上
バ
イ
ク
な
ど
各
種
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
楽
し
め
ま
す
。
遊
泳
期
間
は
監
視
員

が
常
駐
し
、
ク
ラ
ゲ
ネ
ッ
ト
も
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
安
全
に
海
水
浴
を
楽
し
め
る
ビ
ー

チ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
行
事
も
多
彩
で
、
町
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
「
西
原
ま
つ
り
」
で
す
。
最
終

日
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
披
露
さ
れ
る
壮
大

▲西原高校マーチングバンド

▲西原西地区区画整理事業イメージパース

▲西原まつりでの旗頭ガーエー
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な
歴
史
シ
ョ
ー
「
尚
円
王
琉
球
絵
巻
」
や
大

迫
力
の
旗
頭
一
斉
ガ
ー
エ
ー
は
、
観
光
客
を

含
む
多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
す
。ま
た
、

西
原
町
青
年
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

す
る
「
さ
わ
ふ
じ
青
年
エ
イ
サ
ー
祭
り
」
も

地
域
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
青
年
会
活
動
の

活
性
化
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
豊
か
な
特
産
品
も
自
慢
で
、
昔

な
が
ら
の
甕か
め

仕
込
み
製
法
で
造
ら
れ
た
「
甕

仕
込
泡
盛
」、沖
縄
を
代
表
す
る
グ
ル
メ
「
沖

縄
そ
ば
」、
沖
縄
独
自
の
食
文
化
を
支
え
る

「
島
豆
腐
」
の
ほ
か
、
健
康
志
向
に
応
え
る

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
“
モ
リ
ン
ガ
”
の
加
工
品

「
モ
リ
ン
ガ
茶
・
パ
ウ
ダ
ー
」、
沖
縄
の
定
番

お
菓
子
「
紅
芋
チ
ッ
プ
ス
」「
紅
芋
タ
ル
ト
」

「
塩
せ
ん
べ
い
」
な
ど
が
人
気
で
す
。

こ
う
し
た
豊
か
な
特
産
品
が
一
堂
に
会

し
、
西
原
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が
学
べ
る

農
水
産
物
流
通
加
工
観
光
拠
点
施
設
が
「
西

原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
で
す
。
こ
の
施
設

に
は
、
新
鮮
な
地
元
食
材
や
特
産
品
が
揃
う

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
う
ん
た
ま
市
場
」
や
、
歴
史
・
文
化
や
観

光
情
報
の
発
信
拠
点
「
西
原
劇
場
」、
地
元

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
や
屋
外
店
舗
が
集
積
し
、
町
の
活
性
化
の

核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
．
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
と
、

誰
も
が
輝
く
共
生
社
会
の
実
現

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
を
行
え
る
環
境
づ
く
り
は
最

重
要
課
題
で
す
。
令
和
8
年
度
の
目
玉
と
し

て
、
長
引
く
物
価
高
騰
で
負
担
が
増
す
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
町
立
小
中
学
校
の
「
学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
」
を
実
施
し
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
の
提
供
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

を
入
院
・
通
院
と
も
に
「
高
校
生
年
代
ま
で

拡
大
」
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
大
幅

に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
令
和
5
年
度
か
ら
順
次
、
町
立
幼
稚
園

4
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
を
進
め
、
今
年
度

は
そ
の
最
終
年
と
し
て
本
町
初
の
公
立
こ
ど

も
園
で
あ
る
「
西
原
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
、

「
質
の
高
い
教
育
・
保
育
」
の
実
践
を
行
う

モ
デ
ル
園
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
不
妊
治
療
を
行
う
方
々
へ
の
支
援

と
し
て
、
保
険
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
先
進

医
療
不
妊
治
療
の
費
用
助
成
を
実
施
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
至
る
ま
で
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
切
れ
目
の
な
い
伴
走

型
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
福
祉
、
健
康
増
進
に

お
い
て
も
手
厚
い
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
西
原
町
健
康
増
進
計
画
「
に
し
は
ら
健

康
21
（
第
3
次
）」
に
基
づ
き
、
新
た
に
40

歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
と
し
た

「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
助
成
」
の
開
始
、

若
年
が
ん
患
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心

し
て
療
養
で
き
る
よ
う
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
等
の
一
部
助
成
」
を
新
設
、
高
齢
者
の

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
の
増
額

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る
「
い
い
あ
ん

べ
ー
共
生
事
業
」
を
中
心
と
し
た
地
域
介
護

予
防
活
動
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
を
図
り
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
物
価
高
騰
や

人
口
減
少
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
透
明

な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
小
規
模
自
治
体

な
ら
で
は
の
機
動
力
と
柔
軟
性
を
最
大
限
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
う

た
わ
れ
る
「
町
民
協
働
」
の
精
神
の
も
と
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

し
っ
か
り
と
行
政
に
反
映
し
、
必
要
な
施
策

に
は
積
極
果
敢
に
投
資
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
歴
史
と
文
化

を
守
り
な
が
ら
、
次
世
代
の
こ
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
持
て
る
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」

の
実
現
に
向
け
、
西
原
町
は
こ
れ
か
ら
も
力

強
く
邁
進
し
ま
す
。

総
務
部

総
務
課

▲西原さわふじマルシェ

▲「西原こども園」の開園
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柱のテキスト変数
月 日 号数
10 5 3375

ア
ー
ス
く
ん
・
パ
ー
ラ
ち
ゃ
ん
・
ガ
ー
ス
く
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

渡
島
半
島
南
西
部
、
松
前
半
島
先
端
に
位

置
す
る
福
島
町
は
、
北
に
は
秀
峰
大
千
軒
岳
、

南
に
は
津
軽
海
峡
の
潮
流
が
創
っ
た
奇
岩
の

絶
景
が
続
く
岩
部
海
岸
を
有
し
て
い
る
自
然

豊
か
な
町
で
す
。イ
カ
漁
が
盛
ん
で
、「
す
る
め
」

の
生
産
量
は
日
本
最
大
級
を
誇
り
ま
す
。
ま

た
、
2
人
の
横
綱
「
千
代
の
山
」
と
「
千
代

の
富
士
」
生
誕
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
町
を
象
徴
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「
す
る
め
〜
」
で
す
。
公
募
な
ど
で
デ
ザ
イ
ン

が
決
ま
る
こ
と
が
多
い
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
中
で
は
珍
し
く
、
観
光
協
会
の
職
員

が
福
島
町
を
全
国
に
P
R
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
2
0
1
1
年
に
誕

生
し
ま
し
た
。
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
没

す
る
「
す
る
め
〜
」
で
す
が
、
隣
接
す
る
松
前

町
で
毎
年
5
月
に
開
催
さ
れ
る
「
桜
ま
つ
り
」

に
は
必
ず
参
加
し
て
お
り
、
他
の
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
観
光
客
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

岩
手
県
南
西
内
陸
部
に
位
置
す
る
金
ケ
崎

町
は
、
奥
羽
山
系
の
駒
ケ
岳
を
有
す
る
山
岳
高

地
か
ら
平
坦
地
へ
と
西
か
ら
東
に
か
け
て
標
高

差
が
1
、
3
0
0
m
以
上
も
あ
る
町
で
す
。
山

麓
地
帯
で
は
広
大
な
牧
草
地
を
活
用
し
た
酪

農
や
大
型
畜
産
が
行
わ
れ
て
い
て
、
肥
沃
な
扇

状
地
帯
で
は
米
、
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

そ
ん
な
金
ケ
崎
の
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
た
め

に
2
0
1
0
年
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ス
パ
ラ
収

穫
祭
」
を
機
に
、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
「
ア
ー
ス
く
ん
」
と
「
パ
ー
ラ
ち
ゃ

ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ふ
た
り
の
活
躍
を
経

て
、
さ
ら
に
「
ガ
ー
ス
く
ん
」
が
誕
生
し
、
3

人
家
族
と
な
っ
て
か
ら
は
一
層
人
気
を
集
め
、

多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら
年
賀
状
が
届
く
ほ
ど
で

す
。
金
ケ
崎
町
の
重
点
推
進
作
物
で
あ
る
「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
」
の
P
R
だ
け
で
な
く
、
町
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
3

人
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

活発な性格。輪投げが得意で、趣味
はスイミングだが、意外にも運動は
苦手。こどもの笑顔が大好きで、意
地悪な人は苦手。好きな場所は、も
ちろん襟裳岬。好きな言葉は「地球
の魅力、全部。えりも町！」。

6
月
3
日
生
ま
れ
。
ツ
ン
デ
レ
で
や
ん
ち
ゃ
な
性
格
。
特
技
は
相

撲
。
ち
ゃ
ん
こ
鍋
と
い
か
刺
し
が
大
好
物
。
趣
味
は
日
向
ぼ
っ
こ

（
＝
天
日
干
し
）。
雨
が
苦
手
。
好
き
な
言
葉
は
「
ご
っ
つ
ぁ
ん

で
す
」。
た
ま
に
語
尾
に
『
す
る
め
〜
』
と
付
け
る
こ
と
が
あ
る
。

アースくん（左）とパーラちゃん（右）は、
2010年6月に開催された第1回アスパラ収穫
祭を盛り上げるために、町の臨時職員として
採用。その後町の各種イベントで仲を深め、
2012年に結婚。2014年にガースくん（中）誕生。

北
海
道
の
東
南
端
に
位
置
す
る
え
り
も
町

は
、
コ
ン
ブ
、
サ
ケ
、
ウ
ニ
等
の
漁
業
と
数
々

の
景
勝
地
を
有
す
る
観
光
の
町
で
す
。
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
代
表
す
る
襟
裳
岬
の
観
光

施
設
「
風
の
館
」
が
1
9
9
7
年
に
オ
ー
プ

ン
す
る
際
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
ウ

イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん
」
で
す
。
襟
裳
岬
周
辺
に

生
息
す
る
「
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
、
襟
裳
岬
が
強
風
の
地
で
あ
る
こ
と

に
ち
な
ん
で
、
英
語
で
風
が
強
い
こ
と
を
表

す
〝
w
i
n
d
y
〞
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

体
に
描
か
れ
て
い
る
丸
い
銭
形
模
様
の
う
ち

ひ
と
つ
だ
け
、
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
豊

似
湖
（
と
よ
に
こ
）」
と
同
じ
ハ
ー
ト
型
に
な
っ

て
い
る
の
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
「
ウ
イ
ン

デ
ィ
ー
く
ん
」。「
風
の
館
」
の
P
R
だ
け
で
な

く
、
毎
年
8
月
に
開
催
さ
れ
50
年
以
上
も
続

く
「
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
な
ど
で
も
町

の
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
く
ん

す
る
め
〜

Vol.201

北
海
道
え
り
も
町ち

ょ
う

岩
手
県
金か

ね

ケが

崎さ
き

町ち
ょ
う

北
海
道
福ふ

く

島し
ま

町ち
ょ
う

福
島
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

え
り
も
町
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
/

「
風
の
館
」
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

金
ケ
崎
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

岩手県金ケ崎町 

北海道福島町

北海道えりも町
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「
大
和
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
৞た

た

な
づ
く
青

֞
やࢁ

ま

Ӆ͝
も

れ
る
大
和
し
う
る
わ
し
」（
古
事

ه
）࿧や
ま
と

ݐ
た
け
る
の

命み
こ
とが
望
ڷ
の
೦
を
込
め
て
ӵ

ん
だ
こ
の
歌
に
出
会
っ
た
と
き
、
ࢲ
は
そ

こ
に
、
զ
が
ふ
る
さ
と
・
ࡾ
๕
町
に
広
が

る
෢
ଂ
野
の
風
ܠ
を
重
Ͷ
合
わ
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ز
重
に
も
平
地

ྛ
と
ാ
が
重
な
り
合
う
෢
ଂ
野
地
域
は
、

ྷ
し
き
「
ま
ほ
ろ
ば
」
そ
の
も
の
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
ࢲ
は
こ
の
地
で
、
開
୓
か
ら

続
く
11
代
目
の
農
家
の
長
உ
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

少
年
時
代
、
෢
ଂ
野
の
平
地
ྛ
を
こ
よ

な
く
Ѫ
し
、
一
人
で
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

෢
ଂ
野
୆
地
の
ۭ
は
、
大
き
く
青
く
、
白

い
Ӣ
が
流
れ
、
ঢ
る
ཅ
、
௜
む
ཅ
、
ຬ
ఱ

の
੕
々
と
対
࿩
し
、
ԕ
く
そ
び
え
る
෋
࢜

や
ட
෕
ࢁ
຺
に
見
守
ら
れ
て
生
き
て
き
ま

し
た
。
平
地
ྛ
は
命
ً
く
美
し
き
生
き
物

の
ๅ
ݿ
で
、
य़
は
໦
々
が
ժ
ਧ
き
始
め
、

ࢁ
ࡩ
や
ス
ミ
レ
、キ
ン
ラ
ン
が
࡙
き
ތ
り
、

Ն
に
な
る
と
ࢁ
ඦ
合
、
ઊ
や
௏
、
ླ
஬
や

ク
ツ
ワ
ム
シ
が
そ
の
命
を
お
う
歌
す
る
。

ळ
は
紅
༿
、
ౙ
は
白
ۜ
の
世
ք
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
都

市
化
の
೾
が
当
地
域
に
ԡ
し
寄
せ
、「
ま

ほ
ろ
ば
」
も
少
し
ず
つ
ม
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
平
地
ྛ
や
屋
ෑ
ྛ
が
ࣦ
わ
れ
る
度
に

心
が
௧
み
ま
し
た
。
当
地
域
の
開
୓
の
歴

史
を
学
ぶ
に
つ
れ
て
、
こ
の
「
ま
ほ
ろ
ば
」

を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

世
ք
農
業
Ҩ
産
に
つ
い
て
知
っ
た
の

は
、
２
０
１
２
年
、
॔
ಙ
大
学
で
開
催
さ

れ
た
「
農
と
里
ࢁ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
か
ら
ਃ
੥
へ
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ཌ
年
、
石
઒
県
能
登
で
開

催
さ
れ
た
世
ք
農
業
Ҩ
産
国
際
会
議
に
参

加
し
、
そ
の
意
ٛ
と
重
要
性
を
認
識
し
、

認
定
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
世
ք
農
業
Ҩ
産
は
、
国
連
食
ྐ
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
̤
）
が
、
２
０
０
２
年
に
近

代
化
に
よ
り
ࣦ
わ
れ
て
い
く
伝
統
的
農

法
、
そ
れ
に
関
連
す
る
文
化
、
風
श
、
ܠ

観
と
生
物
多
様
性
に
෋
ん
だ
世
ք
的
に
重

要
な
地
域
を
次
世
代
に
継
承
し
、
人
ྨ
の

ٌ
ծ
と
ශ
ࠔ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
創
設
し
た
制
度
で
す
。

し
か
し
、
認
定
ま
で
の
道
の
り
は
ԕ
く

険
し
く
、
10
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の

皆
さ
ま
と
出
会
い
、
支
援
を
い
た
だ
き
、

4
度
目
の
௅
戦
で
世
ք
農
業
Ҩ
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
が
、
２

０
２
３
年
ý
月
に
行
わ
れ
た
認
定
の
可
൱

を
決
め
る
Ｆ
Ａ
̤
に
よ
る
現
地
調
ࠪ
で
の

ཥ
先
生
（
中
国
）
の
ߨ
ධ
で
す
。

「
大
都
市
近
߫
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
３

ý
０
年
に
わ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的

な
シ
ス
テ
ム
が
保
全
継
承
さ
れ
て
い
る
の

は
ح
跡
で
あ
る
。
し
か
も
若
手
後
継
者
も

多
く
、
シ
ス
テ
ム
に
生
命
力
が
あ
る
」

そ
の
言
༿
を
ฉ
い
た
ॠ
間
、
ࢥ
わ
ず
ྦ

が
こ
΅
れ
ま
し
た
。
開
୓
か
ら
３
ý
０

年
、
農
法
を
守
り
続
け
て
き
た
先
人
た
ち

の
情
೤
と
努
力
が
世
ք
で
ධ
価
さ
れ
、
ت

び
と
感
ँ
の
気
持
ち
で
一
ഋ
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
世
ք
で
１
０
４
の
地
域
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
都
市
近
߫
都
市

農
業
で
の
認
定
は
当
地
域
が
།
一
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
多
く
の
課
題
も
あ
っ
た
の

で
す
。

世
ք
農
業
Ҩ
産
認
定
ূ
授
与
式
は
２
０

２
５
年
10
月
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
の
Ｆ

Ａ
̤
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ࡾ
๕
町

は
、
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
同
時
期
に

世
ք
農
業
Ҩ
産
に
認
定
を
受
け
た
ؖ
国
Տ

東
（
ハ
ド
ン
）
܊
と
༑
好
都
市
協
定
を
క

結
し
ま
し
た
。
世
ք
的
に
も
先
進
的
な
事

例
で
あ
る
と
、
Ｆ
Ａ
̤
か
ら
も
高
く
ධ
価

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
ҹ
式
で
、
Տ
東
܊
か
ら
ࢲ
た
ち

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

“┍┪ⓤ┽┳┹ⓤ┻
┥┲┸ⓤ┸┳ⓤ┫┳ⓤ┪┥┷┸⓰ⓤ┫┳ⓤ┥┰┳┲┩⓲ⓤ

┍┪ⓤ┽┳┹ⓤ┻
┥┲┸ⓤ┸┳ⓤ┫┳ⓤ┪┥┶⓰ⓤ┫┳ⓤ┸┳┫┩┸┬┩┶��

”

（
早
く
行
き
た
け
れ
ば
一
人
で
行
け
、
ԕ

く
へ
行
き
た
け
れ
ば
共
に
行
け
）

Ｆ
Ａ
̤
の
ࢥ
想
を
表
す
と
き
に
よ
く
使

わ
れ
る
ア
フ
リ
カ
の
ݵ
で
す
。
ࢲ
た
ち
は
、

世
ք
農
業
Ҩ
産
を
保
全
継
承
し
、
持
続
可

能
な
開
発
に
向
け
て
共
に
取
り
組
み
、
い

つ
ま
で
も
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
੤
い

合
い
ま
し
た
。

産
業
ֵ
命
以
降
、
人
ྨ
の
社
会
経
済
活

動
が
拡
大
の
一
్
を
た
ど
り
、
気
ީ
ม
動

や
生
物
多
様
性
の
減
少
な
ど
地
球
が
悲
໐

を
上
げ
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

（
地
球
の
限
ք
）
が
迫
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
ք
は
ฆ
૪
や
分

அ
等
に
よ
り
未
来
が
不
透
明
で
ࠞ
ಱ
と
し

て
い
ま
す
。
今
、
Կ
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
平
和
で
美
し
き
地

球
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「(

P�UPHFUIFS

」
は
、
Ｆ

Ａ
̤
が
進
め
る
食
ྐ
政
策
の
み
な
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
世
ք
が
持
続
可

能
で
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
う
え
で
、

ࢲ
た
ち
が
め
ざ
す
ཏ
਑
盤
と
言
え
ま
す
。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に

～
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
あ
た
り

埼
玉
県
三み

芳よ
し

町
長

林は
や
し

伊い

佐さ

雄お
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